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わいわい探検隊！

今月の 1日に入籍する組の割合は例年の 2割増のようですね。
こんにちは！和歌山印刷所、通称「わいん」です。
世間でも話題に数多く取り上げられ、注目度も高いのでは？
今回は「平成」に次ぐ元号「令和」についての特集です。

■「令和」元年
新元号がスタートしました。「大化」から数えて 248番目、昭和20年創業の弊社
にとっては、「昭和」「平成」「令和」と、3つ目の元号になります。
各所の報道でご存知の方も多いと思いますが、「令和」の典拠は『万葉集』との
ことです。
万葉集の全4,516首のうち、和歌山を読んだ歌は約100首と多いことや、梅の花
にちなんだ歌から引用されたこともあり、県花が梅で、収穫量も日本一である和
歌山県では、より一層歓迎されております。

■改元のタイミング
かつては吉凶の流れを変える目的で改元されることもあったようですが、慶応か
ら明治へ変わる際に定められた一世一元の制により、改元は天皇崩御の時に限ら
れるようになりました。
今回の改元は前回とは異なり、事前に発表されましたが、それでも混乱が起きて
いないわけではありません。印刷業界、特にカレンダー関連の企業は、5月1日
までに新元号のカレンダーを用意すべく奮闘されていました。

■弊社での対応
弊社では、チラシやパンフレット以外にも、領収証や契約書等のような、いわゆる「伝票」も多く取り扱っているのですが、これら
には年月日を記入する箇所が複数存在する場合があります。事前にお客様へのアナウンスも行なっていましたが、見落とされてい
た方もいらっしゃったようで、改元前の駆け込みで発注いただくケースも多々ございました。
今からでも最短納期で対応させていただきますので、読まれていてピンと来られた方はぜひご連絡ください。

■これから
5月1日でひとつの大きな時代の節目を迎え、今後ますます地方の印刷会社に求められるものは変化していくものと思われます。
「わいん」は、70年以上の「これまで」を忘れることなく、されど縛られることもなく、「これから」を「令和」とともに作り上げ
て参ります。
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『デマンド監視システムとは？』
総
務
課
長
な
お
や
ん
が

会
社
の
イ
ン
サ
イ
ド
を

レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

わいんには多くの機械があるため電力使用量も大きな
数字となってきます。そんな中で電気料金の削減のため
に行なっているのがデマンド監視システムです。
デマンド監視システムとは30分間の電力量の平均を予
想し、その数値が目標値を超える場合に警報やランプで
知らせる装置です。なぜこのようなことをするかというと
電気料金の基本料金を下げるためです。詳しい説明は関
西電気保安協会のホームページをご覧ください。
デマンドシステムは電力の【見える化】です。これまで感
覚的にしかわからなかったものが数値化されることによ
り、電気料金は確実に減りました。皆様は、どのような節
電対策をされていますか？



今回の記事で印象に残った記事などがありましたら下記のチェックボックスにチェックを
入れ、感想をご記入の上で FAX を送っていただけるとクオカード（500 円分）を抽選で
プレゼントいたします。（FAX/073-452-2631）
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D
F

昭和→平成→「令和」！
西山　友幾（営業部係長：39歳）です！

走れ、営業マン！！

印
刷
七
転
び
八
起
き

和歌山印刷所ニュースレター・アンケートのコーナー

□特集「令和元年」　□わいわい探検隊　□印刷七転び八起き　□走れ、営業マン！！　

ご意見・ご感想等（御社名 /　　　　　　　　　　　　　　御氏名 /　　　　　　　　　　　　　）

東京営業所が入るビルのすぐ隣に、ゴジラの企画
展示がありました。映画「シン・ゴジラ」にも登
場したビルの工事に伴い、仮囲い沿いに東宝ゴジ
ラ歴代作品のポスター等がずらりと展示されてい
たのです。ちなみに私が初めて映画館で観たのは
「ゴジラ × メガギラス G 消滅作戦」でした。（当
時小学生だったので内容はうろ覚えですが……）
惜しくもこれを書いている最中、ラグビーワールド
カップのポスターへと貼り替えられつつあるのです
が、まだ一部は残っていますので、気になる方は
早めに訪問して、ついでに弊社東京営業所にもお
立ち寄りください（笑）

（編集長：椿原健太）

編集後記

休日には思い出したように料理を作っています。
最近のヒット作は「肉巻きおにぎり」！ごはんに大葉のみじん切
りとゴマを混ぜて豚バラ肉を巻いてソテーし、仕上げに甘辛タ
レを加えて煮詰めれば完成です。
取り敢えずお肉料理には、しょう
ゆ、酒、みりん、砂糖を混ぜ合わせ
たタレで仕上げれば間違いなし！
分量を調整して出汁を加え「肉豆
腐」などの煮物も作ってますが、
家族からの評判は上々です。
次回は魚料理にチャレンジです。

４月１日に新しい年号が発表され、５月１日から“令和元年”
になります。私は昭和生まれなので、昭和・平成・令和と３
つめの時代に入りました。平成では、今の若い方達は知らな
いかもしれませんが、“たまごっち”というおもちゃがブーム
になったり、ポケベルを持っていたのが携帯電話になり、今
では多くの人がスマートフォンを１台持つように変わってきま
した。新しい“令和”では、便利なも
のがたくさん増えたり、今では考え
られないような新しい物が出てくる
と思うと楽しみです。皆さんの平成
と一言で言えば何が思い出されるか
教えて頂ければ嬉しいです。

甘辛タレが味の決め手！
出口　昌也（営業部長：５３歳）です！
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じ
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ん
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送
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環
境
に
影
響
さ
れ
に
く
いっ
て
点
だ
。要
す
る
に
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
で
も
ほ
ぼ

同
じ
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン・
レ
イ
ア
ウ
ト
で
見
れ
る
の
さ
」

弥
七「
じ
ゃ
あ
J
P
E
G
フ
ァ
イ
ル
と
か
は
ど
う
な
ん
だ
い
？
」

喜
八「
J
P
E
G
フ
ァ
イ
ル
は
画
像
フ
ァ
イ
ル
だ
か
ら
体
裁
の
崩
れ
は
ね
ぇ
な
。け
ど
、J
P
E
G
フ
ァ
イ

ル
の
文
字
は
拡
大
す
る
と
粗
く
な
っ
て
読
め
な
く
な
っ
た
り
す
る
が
、P
D
F
フ
ァ
イ
ル
は
一
文
字

ご
と
に
情
報
を
持
っ
て
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ど
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で
。
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にぎり」！ごはんに大葉のみじん切にぎり」！ごはんに大葉のみじん切
巻いてソテーし、仕上げに甘辛タ巻いてソテーし、仕上げに甘辛タ
です。です。
しょうしょう
わせわせ
しし！
肉豆肉豆
すが、すが、

す。す。

編集後記

は、今の若い方達は知らなは、今の若い方達は知らな
ち”とち”というおもちゃがブームいうおもちゃがブーム
たのが携帯電話になり、今たのが携帯電話になり、今
台持つように変わってきま台持つように変わってきま
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PDFは、「Portable Document 
Format」の略で、データを実際に紙
に印刷したときの状態を、そのまま
保存することができるファイル形
式です。どんな環境のパソコンで開
いても、同じように見ることができ
る、「電子的な紙」なのです。
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